
 

 

 

 

 

 

 

 

今年も３年生から６年生が５月２６日（木）にプールやプール周りの掃除をしてくれました。 

６月３日（金）には１・６年，２・５年，３・４年の学年でプール開きを行いました。水温はそ

れほど上がっていないため，少し寒そうにしている児童もいましたが，みんな楽しそうに水し

ぶきをあげていました。 

 これから梅雨に入り，気温や水温が上がらない時は水泳は

できません。体育館での体育や保健の授業になることもあり

ますので，体操服と水着の両方の準備をお願いします。また，

睡眠不足や朝食を食べていない，体調不良の時は無理をせず

見学をしてください。水に入るだけでも体力を消耗します。

しっかり寝て，朝ごはんを食べてきてくださいね。 

 

 

 

今年高石小の課題として「あいさつ」と「言葉づかい」をよくしたいと取り組んでいます。

授業中や休み時間に子どもの声を聴き，行事やたてわり掃除，委員会活動などでは子ども達の

考えを活かした取組にしたいと話合い活動を大切にしています。昨年の学校評価保護者アンケ

ートでもこれから力を入れる必要があるものとして「豊かな心を育てる教育」が１番でした。

どうしてあいさつができなくなっているのか，暴言が聞こえてくるのかと日々考える中で，ふ

と昔のノートから保健だよりの切り抜きが出てきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高石小学校だより  

『 たくましい子・かしこい子・いよくのある子・やさしい子 』 

2022 

６.１０ 

ＮＯ.５ 

文責:弘瀬   

高石小学校だより  

「わたしはわたしでいて，だいじょうぶ」と思えたら， 

生活にも学習にも自分から向き合える。 

＊自分からあいさつはしない。 

→あいさつが返されないことは「無視された」ことだから，こわい。 

＊先手を打って，人を攻撃する。言い負かす。 

→人より先に攻撃した方が勝ち。言い負かした方が勝ち。 

＊人の痛いところをつく。人の失敗や欠点をすぐにずばりとつく。 

→人の痛みにつけ入ることで，自分が優位に立てるから。 

傷ついている子ども達の姿を時々見ます。でもこんなこと，私たち大人もしていますね。指導

が「子ども達を屈服させること，言い負かすこと」になったら，子ども達との信頼関係は築けま

せん。子ども達がどんな暴言を言ってもダイレクトに返さず心の中の言葉として「先生！わたし

のこと分かって！！」と言っているんだと思って関わるようにしています。 

Keep Smiling!(*^-^*) 

 

http://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_3439.html


  自分は自分でいい，自分のことを周りの人たちは認めてくれているという関係が築けたら，

安心して生活できるということでしょうか。子どもを指導・支援するためには大人がよい環境

を作り，子ども達が互いにけん制し合うことなく生活できるように，丁寧な言葉で話しかけて

いくことを心がけたいと思いました。 

 

 

 
  
  

 ６月１日（水）～２日（木），５年生が４校合同集団宿泊学習に香北青少年の家へ行ってきま

した。高石・北原・波介・高岡第二小の四校で今年はキャンドルサービスの中のスタンツも復

活しました。高石小の出し物も写真のようにばっちり決まっていました。出発前の一週間で話

し合いながら練習した組体操がテンポよく次々と披露され，たくさんの拍手をもらいました。 

 また，カレー作りや追跡ハイキングなど他の学校の友達と共に活動した二日間はそれぞれの

心に残る行事となったようです。 

 

 

 

 

 

５月27日にすぐーるにて土佐市教育委員

会から配信された右のようなリーフレットを

見ていただいたでしょうか。 

これから暑くなり， 熱中症リスクが高く

なることから，体育や屋外での運動遊びや屋

外で会話をほとんど行わないことが想定される

教育活動等においてマスクを外してもかまわ

ないということになります。 

留意点として十分な身体的距離を確保するこ

とやこまめに換気を行う等これからも気を付け

ていきます。 

教室での授業中はマスクが必要です。これまで通りマスクの予備もランドセルに入れて

おくことをよろしくお願いいたします。 


